
広報 YAME 令和２年

№1184

2020

2 ～ 5
6 ～ 7
16 ～ 19

新型コロナウイルス感染症予防
5月12日は民生委員・児童委員の日
新庁舎基本設計の概要
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しっかり手洗い（福島保育所の子どもたち）

記事は4月17日時点で制作しています。掲載している催しが新型コロナウイルスの感染拡大防止の
ため、中止･延期になる場合があります。市ホームページ、または問い合わせ先で確認してください。
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新型コロナウイルス

市民の皆さまには、以下のことについてご協力をお願いします。

● 平日、週末、また昼夜を問わず、生活の維持に必要な場合を除き、
　 外出は控えてください。
● ３つの密を避けてください。
　「密閉空間」（換気の悪い密閉空間である）
　「密集場所」（多くの人が密集している）
　「密接場面」（互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声が行われる）
● 感染の拡大につながるおそれのある催物（イベント）等の開催は
　 控えてください。
● こまめな手洗いや、咳エチケットなどの予防対策に努めてください。
● 発熱や咳など、風邪の症状がありかかりつけ医を受診する際には、
　 必ず事前に電話で相談してください。

八女市では、「新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、
福岡県と連携しながら、今後の対応などについて協議しています。

＜緊急事態宣言期間中の特定健診の延期のお知らせ＞
緊急事態宣言期間中は、特定健康診査は行わないよう、国から通知がありました。
４月７日から５月６日までの緊急事態宣言期間が延長されることなどにより、６月か
らの特定健診を延期等する場合は、広報等で周知させていただきます。

令和 2 年 4 月 16 日、
「緊急事態宣言」は

全都道府県に拡大されました



【飛沫感染】飛沫感染とは、感染した人の咳やくしゃみのしぶき（飛沫）に含まれるウイルスを吸い込
むことによる感染です。

【接触感染】接触感染とは、ウイルスが付着した手で目・口・鼻を触ることによる感染です。　

▼新型コロナウイルスは「飛沫」か「接触」により感染します

家庭・職場でできる新型コロナウイルス感染を予防しよう

咳・くしゃみをする際、マスクやティッ
シュ・ハンカチ、袖、肘の内側などを使っ
て、口や鼻をおさえましょう。

出勤時・帰宅時や調理の前後、飲食
前などに、手洗いや手指のアルコー
ル消毒を徹底しましょう。

②手の甲を伸ばす
ようにこする

⑤親指と手のひら
をねじり洗いする

④指の間を洗う

⑥手首も忘れずに洗う

③指先・爪の間を
念入りにこする

①流水でよく手をぬらしたあと、
石けんをつけ手のひらをよくこする

マスクを着用
する（口・鼻
をおおう）

袖で口・鼻を
おおう

ティッシュ・
ハンカチで口・
鼻をおおう

咳
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が
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！

こ
ま
め
な
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◦ 風邪の症状や 37・５℃以上の発熱が４日以上続いている
    （解熱剤を飲み続けなければならないときを含む）
◦ 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある
※高齢者や基礎疾患等のある人は、上のような状態が２日程度続く場合

　センターで相談の結果、新型コロナウイルス感染の疑いのある場合には、専門の「帰
国者・接触者外来」を紹介しています。マスクを着用し、公共交通機関の利用を避けて
受診してください。「帰国者・接触者相談センター」はすべての都道府県で設置しています。

その他、ご自身の症状に不安がある場合など、一般的なお問い合わせについては、次の窓口にご相談ください。
〇厚生労働省相談窓口　☎ 0120・565653（フリ―ダイヤル）受付時間 9 時～ 21時（土日・祝日も実施）
〇福岡県相談窓口　　　☎ 092・643・3288　受付時間 8 時 30 分～ 17 時 15 分（平日）
〇聴覚に障害のある人をはじめ、電話でのご相談が難しい人　　FAX  03・3595・2756

▼一般的なお問い合わせなどはこちら

専用 ☎０９４４・６８・５２２４
  （月曜日～金曜日　8 時 30 分～ 17 時 15 分）
  ※上記につながらない場合
０９４４・７２・２８１２（県南筑後保健福祉環境事務所）
夜間・休日☎０９2・４７１・０２６４

※詳しくはＱＲコード
からご覧ください。

▼帰国者・接触者相談センター

次の症状がある人は「帰国者・接触者相談センター」にご相談ください。

相談窓口
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　手指の消毒には消毒用エタノールを用いますが、身の回りの物の表面の消毒には、消毒用エタノールだけでは
なく、多くのご家庭にもある家庭用塩素系漂白剤（主成分が次亜塩素酸ナトリウムであることを確認してください）
も有効であることが分かっています。
　※ 消毒用エタノール（濃度 70％以上）
　※ 次亜塩素酸ナトリウムを使用する際には用途に応じ、製品に記載されている用量に希釈して使用してください。
　　例）原液濃度が６％の場合　２Ｌのペットボトル 1本の水に対して 0.05％＝約 17 ｍｌ（ペットボトルの
　　キャップ約３～４杯）を入れます。製品に記載されている「使用上の注意」をよく読んでから使用ください。

▼家庭・職場での消毒について

主な消毒場所一覧（手指がよく触れる場所）
場　　所 消　　毒　　場　　所

家庭や職場

居間・食事場所・
事務室等

ドアノブ・窓の取っ手・照明のスイッチ・ソファー・テーブル・机・椅子・
電話機・コンピュータのキーボードとマウス　等

台所・トイレ等 水道の蛇口・シャワーヘッド・洗面器・ドアノブ・窓の取っ手・照明スイッチ・
浴槽・排水溝・便器と流水レバー・便座と蓋・汚物入れ　等

衣類・寝具 通常の洗濯機で問題ないと言われていますが、気になる場合には、
熱湯消毒（80℃、10 分以上）してから洗濯機にかけます。

職場や集合住
宅の共用部分

エレベーターや
エスカレーター エレベーターの呼び出しボタン・停止階ボタン・手すり部分　等

建物の出入り口 建物出入り口にあるドアノブ・ハンドル・セキュリティー対応のオートロッ
クボタンなど不特定の人が触れる部分

共用のトイレ・給水
場所、洗面台等 ※家庭や職場の「台所・トイレ等」の欄参照

※感染している疑いがある人が使用したトイレの消毒について
　《次亜塩素酸ナトリウムの場合》例：原液濃度が６％の場合 ･･･２Ｌのペットボトル 1本の水に対して 0.1％＝約 33 ｍｌ（ペッ
トボトルのキャップ約６～７杯）を入れて行ってください。

①準備
◦ 換気しながら行いましょう。　
◦ マスク、手袋を着用しましょう。
◦ 使用後のペーパータオル等を入れ、廃棄するためのビニール袋を準備しましょう。

②消毒
方法

◦ 消毒液を十分に含ませたペーパータオル等で、消毒する場所をふき取った後（一方向に拭く）、自然乾
燥させてください。
◦ 次亜塩素酸ナトリウムで金属部位を消毒する場合は、消毒後、１０分程度たったら水拭きしてください。
◦ スプレーボトルでの噴霧は、ウイルス拡散の可能性があるため、好ましくありません。
◦ 手指がよく触れる場所を消毒します。

【使用物品】衣料用洗剤、洗面器
【洗い方】① 洗面器に水と衣料用洗剤を入れて溶かす
（一般的な衣料用洗剤の場合、小さいスプーン 2 分の1
程度）② 洗面器にマスクを入れて、もみ洗いではなく
軽く押し洗いして10 分待つ③ 洗面器に水をため十分
にすすぎ洗いをして洗剤を流す④ タオルに挟んで水気
を切り、乾燥機を使わず陰干しで自然乾燥する

【洗濯回数】1日1回を推奨（洗濯により縮むことがあ
りますが、複数回の再利用については品質上問題あり
ません）

【漂白剤を使用する場合】
・汚れが気になる場合は、塩素系漂白剤を使いましょう

※水 1Ｌに対して15ml 程度（キャップ７分目）
・10 分浸し、漂白剤がしっかりと落ちるよう、においが
なくなるまで十分なすすぎをしてください
・炊事用のゴム手袋などをご利用ください
【注意】・複数のマスクを一度に洗わない
・洗剤等は飛び散らないようゆっくり捨てる
・繊維をいためる可能性があるため、もみ洗いしない
・柔軟剤の使用は避けてください  
以上の布マスクの洗い方はYouTubeでもご覧いただけます。（検
索方法 )・YouTube から「布マスクをご利用のみなさまへ」で
検索　・https://www.youtube.com/

（厚生労働省医政局経済課（マスク等物資対策班）より）

▼ 布マスクをご利用の皆さまへ～布製マスクの洗い方
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● 新型コロナウイルス感染防止のために、外出自粛により家にいることが多くなり体を動かす機会が減っていま
せんか。家で座りっぱなしになったり、横になったりしている時間を減らし体を動かしましょう。
● 体を動かすことは、筋力低下を防ぎ、こころも体も活性化させ健康増進につながります。運動や身体活動で体
を動かすことは、循環器機能や呼吸器機能を高め骨の強化や足腰の強化になります。生活習慣病の予防にもつな
がります。
● 立ったまま足踏みしたり、ラジオ体操や筋力アップ運動、ダンベル体操、ストレッチなど家にいてもできる運
動で体力づくりを心がけましょう。
●特に高齢者の方は「動かないこと」により筋力や頭の働きが低下しやすい傾向にあります。天気が良ければ人
込みを避けた屋外で散歩をしたり、庭（畑）仕事をすることもお勧めです。

●子どもから高齢者の方まで、みなさん体調に合わせて自分に合った運動
を選び、おうちトレーニングをぜひ行ってみてください。

1日 30 分以上週２回以上の運動が目安です。
● また、運動後は十分な水分を取りましょう。また、マスクを
つけていると水分摂取の機会が減りがちです。こまめにとるこ
とを心がけましょう。
● 十分な栄養、十分な睡眠、定期的な運動で免疫機能を高め
ていきましょう。

▼ 家庭でできる運動を行いましょう

公立八女総合病院に「発熱外来」を設置
帰国者接触者相談センターより受診を指示された人のみ受診できます

時間＝午前６時 55 分、午
前 8 時※時間になりました
ら防災ラジオのスイッチを
入れてください。

運動不足解消のために、家族みん
なでラジオ体操しませんか。
防災ラジオでは、毎朝ラジオ体操を
流しています。

家族みんなで
ラジオ体操！

　公立八女総合病院は新型コロナウイルス感染症の予防対策
として、患者間や医療従事者の感染リスクを低減することを目
的とした発熱外来を 4 月15日㈬から開始しました。発熱外来
は病院の駐車場に福岡県南筑後保健福祉環境事務所と八女地
区消防組合八女消防本部等の協力により医療用テントを設置
し、受付、問診、診察、検査および会計を行います。
　対象となる患者は、微熱を含めた発熱患者、上下気道症状
のある患者、味覚嗅覚障害の患者、元来おおむね健康であっ
たが、最近全身倦怠感等の症状により新型コロナウイルス感染
を心配される人など帰国者接触者相談センターより受診を指示
された人です。
　4 月14日㈫に発熱外来開始シミュレーションがあり、八女市
長は「地域住民のためにも万全の体制で発熱患者の受け入れ
に尽力していただくと同時に、医療スタッフの感染防止にも十
分に留意し患者対応にあたっていただきたい」と激励しました。 ①発熱外来専用のテントを設置②受付用のテ

ントと③診察のテントで予行練習

①

③ ②
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民
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委
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法
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づ
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労
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れ
、
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童
福
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法
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定
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る
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童
委
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方
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務
員
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す
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和
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12
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1
日
の
一

斉
改
選
か
ら
、
八
女
市
で
は
９
人

増
員
し
て
、
２
１
３
人
の
委
員
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
全
国
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に
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あ
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り
ま
せ
ん
。
身
近
な
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談
相
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と

し
て
す
べ
て
の
地
域
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
い
る
こ
と
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、
八
女

市
の
地
域
福
祉
を
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進
す
る
に
あ

た
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大
き
な
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す
。
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生
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に
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っ
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り
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絡
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ま

す
。
　

　
民
生
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格
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の
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情

に
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に
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地
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介
護
の
悩
み
、

妊
娠
や
子
育
て
の
不
安
、
失
業
や

経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心

配
ご
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
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八
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で
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福
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八
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崎
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さ
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員
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（
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長
会
）
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月
１
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開
催
し
、
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口
欣
榮
会
長
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し
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。
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い
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全
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で
主
任
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て
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い
ま
す
。

 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
主
な

活
動
と
し
て
、
３
つ
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。

①
個
別
支
援
活
動

　
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
世
帯
、
障
が
い
が

あ
る
人
や
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
の
見
守
り
活
動
や
支
援
活

動
を
行
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、

相
談
内
容
を
市
役
所
の
担
当
課
や

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
専
門
機

関
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。

②
地
域
福
祉
活
動

　
地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、

児
童
の
登
下
校
時
の
見
守
り
活

動
、
地
域
の
福
祉
イ
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ト
な
ど

へ
の
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加
活
動
が
あ
り
ま
す
。

③
八
女
市
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生
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員
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童
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員
連

絡
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会
で
の
活
動

　
民
生
委
員
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児
童
委
員
と
し
て

の
研
修
や
各
校
区
で
行
わ
れ
る
定

例
会
へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
る
に

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

存
在
や
活
動
に
つ
い
て
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め
て
い

支
え
あ
う 

住
み
よ
い

社
会 
地
域
か
ら心配ごと、悩みごと、ひとりで抱えていませんか？

民生委員・児童委員は、
あなたの身近な相談相手です。相談内容に
応じて、関係機関へのつなぎ役になります。
あなたの秘密は固く守られます。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員

連
絡
協
議
会
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

役
割
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

5/12～18 は
活動強化

週間

５
月
12
日
は
、民
生
委
員･

児
童
委
員
の
日
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○仕事がなかなかみつからない、生活に困っ
ている、どこに相談したらいいのかわからな
いなど、一人で悩んでいませんか？お困りご
とをお聞かせください。支援員が一緒に考え、
解決に向けての支援を行います。
○家族や知人など本人以外の相談も受け付
けます。また、周りでお困りの人がいれば、
その人にもお知らせください。
◎事業内容

【自立相談支援事業】　相談を受けた支援員
が、どのような支援が必要かを一緒に考え、
具体的な支援プランを作成し、社会福祉協
議会やハローワーク八女等の関係機関と連
携して、自立に向けた支援を行います。

【住居確保給付金】　離職等により住居を
失った人、または失うおそれの高い人には、
一定期間、家賃相当額を支給し、就職に向
けた支援を行います。（収入・求職活動を行
う等の要件があります）

【家計改善支援事業】　家計の収支などの課
題を分析し、きめ細やかな相談支援や家計
管理の支援を行います。

【子どもの学習・生活支援事業】　保護者が
仕事で不在の世帯等の子どもへの学習支援
や、仲間と出会い活動できる居場所づくり、
学習の重要性についての保護者の理解の促
進などの支援を行います。
◦相談窓口・問い合わせ＝福祉課生活支援
係 ( ☎２３・１３５０)

た
だ
き
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
５
月
12
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」、
５
月

12
日
か
ら
18
日
を
「
活
動
強
化
週

間
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
１
日
に
一
斉

改
選
が
行
わ
れ
、
９
人
増
員
の

２
１
３
人
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
全
体
の
約
３
分
の

２
が
新
任
委
員
で
す
。
今
年
度

は
、
ま
ず
新
任
委
員
の
皆
さ
ん

に
活
動
に
慣
れ
て
も
ら
い
、
先

輩
方
が
続
け
て
こ
ら
れ
た
八
女

市
民
児
協
の
活
動
を
引
き
継

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。民
生
委
員
活
動
を
通
じ
て
、

学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
全
国
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
経
験
者
の
約
６
割
は
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
を
お

持
ち
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
そ

ん
な
経
験
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正

６（
１
９
１
７
）年
に
創
設
さ
れ

た
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

と
実
績
を
有
す
る
制
度
で
す
。

１
０
０
年
以
上
も
こ
の
制
度
が

続
い
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
先
輩
方
の
功
績
の
積

み
重
ね
で
あ
り
、
国
民
の
皆
さ

ん
の
民
生
委
員
制
度
へ
の
信
頼

の
証
で
す
。

　

民
生
委
員
活
動
を
支
え
て

い
た
だ
く
の
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
ひ
と

言
で
す
。
地
域
で
活
動
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　「ひきこもり」のことで、相談できる場所が「ほっ
と館やめ」です。ほっとする場所・ほっとな場所・
ほっとかない場所を目指して社会福祉協議会が運
営しています。また、ひきこもりや不登校以外でも、
生活上のさまざまな問題の相談を受けて、ゆっく
りと過ごしてもらい、ほっと一息してもらう場所で
す。悩みをお持ちの人は、ぜひ利用ください。
　ほっと館の主な取り組みは、以下のとおりです。

【フードバンク事業】
　規格外などの理由で店頭で販売できない食品
等を預かり、生活に困窮されている人や子ども食
堂の食材として提供しています。

【相談支援事業】
　どなたでも立ち寄ることができる居場所として
フリースペースを設け、ひきこもりや不登校に関
する相談を受けています。ひきこもりや不登校は、
誰にでも起こりうることです。気になることは、気
軽に相談してください。

◦八女（本町 17 番地 2）
☎：23･7777　携帯：090･6893･5701
E-mail：hottokan@road.ocn.ne.jp
月～金・第 2 土曜日 9 時～ 17 時開館
◦上陽（上陽町北川内 123 番地 1）
☎：24･9820　携帯：090･7457･4053
E-mail：hottokanjyoyo@gaea.ocn.ne.jp
平日 9 時～ 17 時開館

ほっと館やめ
「ひきこもり」のことで相談できる場所があります。

八
女
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

会
長　

樋
口
欣
榮

民
生
委
員
活
動
に
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を

⃝

福
祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
２
４・

８
０
３
０
）

生
活
や
就
労
に
つ
い
て
、
困
り
ご
と
や
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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　4 月6日㈪、義務教育学校矢部清流学園の開校式が行われました。矢
部小学校と矢部中学校を統合したこの学校は、市内2 校目の義務教育学
校。児童生徒 47 人のほか、来賓や教職員などが出席し、新たな門出を
祝いました。式では山口浩史校長が「9 年間を通して教え、導けることは
強み。子どもたちの成長のために心血を注ぐ」と語りました。また、児童
生徒代表として、生徒会長の横溝杏さん（9 年生）は「新校舎ができる
のを楽しみにしていた。伝統を引き継ぎ、よりよい学園を築いていく」と
決意を述べました。その他に、児童生徒によって新しい校歌が披露され
ました。式は新型コロナウイルス感染防止のため規模を縮小して行われ、
マスク着用や席の間隔を空けるなどの対策がとられました。

ペットの災害時に備えて

良質な新茶の生育を祈願

義務教育学校「矢部清流学園」開校

　3 月19日㈭八女市と県獣医師会は災害時における動
物救護活動に関する協定書を結びました。近年毎年の
ように自然災害が発生していますが、避難所にペットを
同伴することでトラブルが起こるケースが増えてきまし
た。このため県獣医師会では災害時に被災動物や飼育
者に支援を円滑に行えるよう県内の自治体との協定を進
めています。三田村市長は「ペットは家族と同じ。市内
には 3000 頭の飼い犬が登録されているので、このよう
な取り組みは大変心強いです」とあいさつしました。

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

　筑後第 31番観音霊場 飛
ひ

形
ぎょう

山
さん

大光寺（北山）で 3 月28日㈯
から31日㈫まで秘仏十一面観音菩薩が公開されました。大光寺は
609 年、百済国から来た日羅上人が十一面観音菩薩仏を作り祀った
ことに始まると伝えられています。大光寺は飛形山の中腹にあり、そ
の昔、太宰府から夜ごと観音像がお堂に飛んで来たことが由来とな
り、飛形山と呼ばれるようになりました。今年は12 年に１度の十一
面観音菩薩の公開の年で、コロナ感染予防・拡散防止のために4日間、
午前10 時から午後 4 時まで自由に見学できるように配慮。訪れた人
たちはお参りし仏像をカメラに収めていました。世話人の松崎康暢
さんは「新型コロナ感染症の終息を願いました。地元にとってとても
ありがたく大切なお寺。これからも守っていきたい」と話していました。

12年に1度の十一面観音菩薩が公開
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　鶴製茶園（立花町）の鶴健太朗さんは、八女商工会
議所と協力して、これまでオリーブリーフティー、オリー
ブリーフソルト、オリーブリーフ石鹸の商品開発を行っ
てきました。耕作放棄地でオリーブ栽培を始めて 8 年。
今回ようやく、オリーブの実から搾取したオリーブオイ
ルの商品化に成功しました。限定100本を、3月15日（オ
リーブの日）から店舗で販売しています。3 月18日㈬に、
三田村市長へ商品化を報告した鶴さんは「とても品質
の良い八女産のオリーブオイルができた。八女産オリー
ブをもっと広めていきたい」と話しました。

良質な新茶の生育を祈願

八女福島に古民家ホテル完成

2つの町内会が合同河川清掃

　新茶祈願祭が 4 月9日㈭八女中央大茶園の
五社神で開かれ、関係者約 20 人が、良質な茶
の生産と作業の安全を祈願しました。主催の斉
藤信一実行委員長は「今年は気象条件に恵まれ
ているので、高品質なお茶ができると確信してい
る」とあいさつしました。今年も茶葉は順調に育っ
ています。新型コロナウイルス感染防止のため、
規模を縮小しての開催となりました。

　 空き家の町 家を活 用した古 民 家ホテル
「NIPPONIA HOTEL 八女福島 商家町」が 4 月に
オープンしました。福島地区にできたこのホテルは、
観光による地域活性化や商店街の再興を目指して
います。建物は木造 2 階建てで、元の内装を生か
した造りになっています。3 月26日㈭に行われた
内覧会では、約 60 人が室内を見て回り、旬の地
元食材を使った料理を味わいました。

　3 月8日㈰、元スーパー日の出屋裏と福島小
学校東側の河川清掃を、紺屋町と土橋町の住
民約 20 人が合同で行いました。参加者が高齢
となり人数が減ってきたこともあり、2 年前から
合同で作業を行っています。2 年間でお互い顔
見知りとなり、和気あいあいと作業は進みまし
た。草とりなどを約1時間行い、河川はきれい
になりました。

八女産オリーブオイル商品化

広報八女 2020.5.19
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なぜ
なぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 24・1490）

　
２
０
１
５
年
９
月
、
国
連
総
会
に

お
い
て
加
盟
国
の
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
２
０
３
０
年

ま
で
に
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
す
こ

と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
貧
困
に
終
止
符

を
打
ち
、
不
平
等
や
気
候
変
動
な

ど
の
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
も

う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に

掲
げ
ら
れ
た
具
体
的
な
17
項
目
の

目
標
達
成
に
向
け
、
世
界
各
国
や

企
業
が
さ
ま
ざ
ま
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
私
た
ち
も
そ
の
仲
間
の
一
人

で
あ
り
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
見
る
と
、
人

が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
当
た
り
前

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

　

し
か
し
世
界
に
は
、
こ
の
当
た
り

前
の
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
現
状

が
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
部
落

差
別
や
性
的
少
数
者
の
人
権
問
題
、

女
性
差
別
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

課
題
が
あ
り
ま
す
。「
誰
一
人
と
し

て
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
に
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

目
標
は
人
権
（
＝
人
が
幸
せ
に
生
き

る
権
利
）
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
見
守
り
、

育
て
る
文
化
を
広
げ
よ
う
と
、
食

と
学
習
の
支
援
に
取
り
組
む
下
川

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

４
年
前
、
手
探
り
で
始
め
た
子

ど
も
食
堂
・
学
習
支
援
に
は
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
小
・
中
・
高

校
生
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参

加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
多

様
な
価
値
観
を
持
つ
人
が
生
き
が

い
を
持
ち
集
う
楽
し
い
場
に
な
り
ま

し
た
。
高
校
生
が
た
く
さ
ん
の
お
と

な
と
出
会
い
刺
激
を
受
け
、
進
路

選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
う
れ

し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

子
ど
も
食
堂
で
提
供
す
る
食
材
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
ご
厚
意
等
で
い
た

だ
い
て
お
り
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
も

貢
献
で
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
始
め
た
活

動
が
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
行
動
に

よ
っ
て
、
地
域
の
課
題
解
決
や
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
も
重
な
る
取
り
組

み
に
育
っ
て
お
り
、
私
た
ち
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
主
役
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
意
識
し
な
け
れ
ば
、

自
分
と
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ

る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
日
本
は
食
糧
の
多
く
を
輸
入

に
頼
る
一
方
、
一
人
あ
た
り
の
使
い

捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
排
出
量
は

世
界
第
２
位
（
※
）
で
、
そ
の
う
ち

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
物
の
一
部
を
輸

出
し
、
他
国
の
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
安
い
商
品
の

裏
に
は
、
児
童
労
働
や
劣
悪
な
労

働
環
境
な
ど
の
問
題
が
隠
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
自
分
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

て
生
活
す
る
こ
と
で
見
識
が
広
が
り

ま
す
。
そ
う
し
て
養
っ
た
判
断
力
や

行
動
力
は
、
あ
な
た
の
一
生
の
財
産

に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
自
分
た

ち
の
手
で
未
来
を
拓
い
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
お
と
な
も
、
子

ど
も
や
孫
な
ど
次
の
世
代
に
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
持
続
可
能
で
幸

せ
な
社
会
を
作
り
、
残
す
責
任
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

（
※
２
０
１
８
年
６
月
国
連
環
境
計
画
調
べ
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
人
権

チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク 

代
表　
下し
も

川か
わ

京け
い
子こ

さ
ん

〈
主
役
は
私
た
ち
〉

〈
子
ど
も
た
ち
へ
、
世
界
の
動
き

に
関
心
を
持
と
う
〉

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
っ
て
な
に
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
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団体名 活動名称 活動の概要

ＮＰＯ法人がんば
りよるよ星野村

竹林整備と竹資源の
活用

放棄竹林を整備し、竹をパウダー化し、肥料として近隣農家に配布
したり、発酵肥料を作製する。また、竹皮編みの創作ワークショップ
を開催し、資源の再発掘を行う。

いにしえの道を
復活させる会

いにしえの道を復活
させるプロジェクト

上陽町下横山地区からグライダー山を通って久留米市草野町に繋が
るいにしえの道を、トレッキングコースとして活用し、イベントを開
催する。環境の整備や案内板の設置、広報周知活動を行う。

八女ファミリー
林業塾

八女ファミリー
林業家育成事業

地域の森林を長期的に管理し、守り育てていく林業家（＝ファミリー
林業家）を育成することを目的とした講演会や、実技・演習を行う。
地域に根付く林業家を育成することで、移住・定住の促進に期待で
きる。

劇団「大藤」 「剣ヶ渕物語」
再興プロジェクト

黒木町剣ヶ渕付近に「剣ヶ渕物語」の案内板を設置し、ランドマーク
として整備する。また、そのオープニングセレモニーを実施する。

Team Cul tur e 
Box

「黄金の茶室inHACO」
からの八女文化の発
信

市内で毎年開催されるイベントである「あかりとちゃっぽんぽん」と「八
女グリーンピース」の会場内に、「黄金の茶室」を設置・公開する。

八女上陽の「ひふ
みよ橋」を守る会

寄口橋（２連石橋）
架 設 100 周年 記 念
及び日本の石橋を守
る会全国大会開催事
業

・日本の石橋を守る会全国大会の開催 
　⇒有識者を招き、講演会及び学習会を実施する。 
・寄口橋 100 周年記念式典の開催 
　⇒式典後、ひふみよ橋を探訪する。 
　そのほか、ミニ石橋づくりや、石橋めぐりなどのイベントを開催する。

一般社団法人
八女青年会議所

Let`s Innovation ～
３つのＳが地域の
未来を切り拓く～

講師を招いて「ＳＤＧ s」に関する勉強会を実施する。 
その後、勉強会に参加した高校生によるＳＤＧ s を取り入れたまちづ
くりに関する企画立案を行い、八女市に提案する。 

星野未来塾 星野村で星のソムリ
エっ子を育てよう

18 歳以下の学生を対象とした「星のソムリエっ子（星空案内人）」の資
格制度を確立する。その後、学生を対象とした資格取得のための講座
を実施する。資格内容の構築には法政大学、星の文化館と協力して行う。

yame-C-style あんどん２０２０

八女提灯の魅力とお盆提灯の意義を発信するイベントを開催。 
提灯の展示や実演に加え、スタンプラリー等を実施する。 
また、イベント期間中は、事業に賛同した飲食店において、ドリンクサー
ビス等の特典も予定している。

特定非営利活動法人
山村塾

八女茶山おどりプロ
ジェクト

奥八女芸農プロジェクトによって創作された「八女茶山おどり」の普及
活動として、講師を招いたワークショップ・発表会を実施する。 
また、八女茶山おどりの解説資料として、動画を作成し、配信する。

ひまわりの会
　八女・筑後

ひまわりの会　
八女・筑後

不登校の若者や不登校の子を持つ保護者を集めた座談会を開き、情
報共有を図る。 
また、有識者を招いた講演会を開催する。

　令和２年度市民との協働によるまちづくり提案事業を募集し、市民団体等から提案された事業を選考した結果、
11件を採択しました。これから市内の各地域で、提案に基づくさまざまなまちづくり活動が展開されます。それぞれ
の活動については、市広報やホームページ、ＦＭ八女を通してお知らせしますので、ぜひご参加ください。
◦問い合わせ＝企画政策課まちづくり推進係（☎２４・９４５２）

まちづくりの提案11件を採択しました

▼令和２年度市民との協働によるまちづくり提案事業　採択団体
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上
陽
北
汭
学
園
よ
り
二
〇
〇
㍍
ほ
ど

東
に
上か

み

名あ
げ

と
い
う
集
落
が
あ
る
。
主
に
、

西
村
や
小
川
を
姓
と
す
る
人
々
が
住
ん

で
い
る
。
集
落
の
南
山
麓
の
墓
地
の
、

高
い
位
置
に
『
菊
池
氏
遺
髪
埋
葬
碑
』

は
あ
る
。
隣
接
し
て
新
四
国
八
十
八
か

所
の
霊
場
が
す
ぐ
下
に
あ
る
。
楓
の
大

木
の
下
、
静
寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　
墓
石
の
俗
名
に
は
菊
池
・
西
村
の
姓

が
混
在
し
て
い
る
。
菊
池
氏
と
い
え
ば
、

南
北
朝
時
代
、五
條
氏・黒
木
調
一
統（
黒

木
氏
・
川
崎
氏
・
星
野
氏
）・
小
川
氏
な

ど
の
勤
皇
の
武
将
と
と
も
に
、
一
貫
し
て

南
朝
す
な
わ
ち
吉
野
の
後
醍
醐
天
皇
を

支
持
し
、
忠
勤
を
励
ん
だ
。
皇
子
で
あ

る
征
西
将
軍
宮
懐か
ね

良な
が

親
王
を
一
族
で
支

え
て
、
各
地
を
転
戦
し
た
武
将
で
あ
る
。

親
王
の
御
在
所
・
星
野
の
小
野
地
域
を

守
っ
て
、
鷹
取
城
や
四
度
に
わ
た
る
豊

福
原
・
六
段
河
原
の
合
戦
な
ど
南
朝
対

北
朝
軍
の
熾
烈
な
戦
い
は
有
名
で
あ
る
。

　
南
朝
軍
の
武
家
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

菊
池
武
時
に
は
十
余
人
の
子
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
日
本
三
大
合
戦
の
一つ
で
あ

る
大
保
原
の
戦
い
（
一
三
五
九
）
で
、
肥

後
守
菊
池
武
光
の
奮
闘
ぶ
り
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
黒
木
一
族
の
豪
勇
を
誇
る
木き

屋や

行ゆ
き

実ざ
ね

（
※
）
と
と
も
に
英
雄
な
の
で

あ
る
。

　
そ
の
後
一
三
六
一
年
、
征
西
将
軍
宮
は

太
宰
府
を
占
領
し
、
征
西
府
を
設
置
。

九
州
全
土
を
十
年
に
わ
た
っ
て
支
配
し

た
。
対
外
的
に
は
、
対
明
外
交
に
お
い
て

日
本
国
王
良
懐
と
し
て
実
権
を
握
っ
た
。

　
武
光
の
兄
の
武
澄
は
一
三
五
五
年
肥

前
小
城
城
を
落
し
、
筑
前
・
豊
後
・
豊

前
な
ど
六
か
国
を
武
光
と
平
定
し
て
い

る
。
菊
池
氏
の
忠
誠
は
南
北
朝
統
一
後

も
変
わ
る
こ
と
な
く
、
後
征
西
将
軍
良

成
親
王
を
支
え
続
け
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、『
菊
池
氏
遺
髪
埋
葬
碑
』
を
建
立

し
た
の
は
武
澄
よ
り
数
え
て
十
四
代
目

と
な
る
佐
助
で
あ
る
。
佐
助
は
、
菊
池

武
時
の
子
の
武
澄
（
一
代
）
そ
の
子
武
安

（
二
代
）
を
先
祖
と
す
る
十
代
目
武
家
に

至
る
宗
家
統
領
の
遺
髪
を
埋
葬
し
た
。

　
菊
池
氏
の
支
流
で
あ
る
彼
ら
は
浮
羽

地
区
の
城
に
あ
っ
て
、
星
野
御
在
所
を

守
っ
た
。
浮
羽
の
石
垣
村
に
居
住
し
埋

葬
さ
れ
た
最
後
の
人
物
、
田
主
丸
の
大

庄
屋
長
芳
の
子
の
芳
政
は
、
御
井
郡
宮

の
陣
に
移
住
。
芳
政
す
な
わ
ち
菊
池
七

右
衛
門
が
久
留
米
藩
の
有
馬
氏
に
仕
え

る
に
当
り
、
西
村
に
姓
を
改
め
て
い
る
。

十
二
代
又
兵
衛
芳
延
は
宮
の
地
に
居
住
、

藩
の
時
鐘
役
を
勤
め
、
ま
た
酒
造
業
を

営
み
「
時
鐘
屋
」
と
称
し
た
。
そ
の
後

役
を
辞
し
、
八
女
の
津
江
に
移
住
し
た
。

　
芳
延
の
子
又
兵
衛
（
十
三
代
梅
圓
）

は
一
七
〇
〇
年
に
上
名
に
移
住
し
た
。

茶
商
お
よ
び
異
人
と
の
交
易
を
博
多
で

営
み
「
三
星
屋
」
と
称
し
た
。
十
七
歳

で
大
庄
屋
の
総
代
を
務
め
、
の
ち
北
川

内
組
大
庄
屋
総
後
見
役
を
務
め
、
室
園

神
社
拝
殿
を
寄
進
。
一
七
〇
七
年
に
は

大
庄
屋
の
屋
敷
跡
を
買
い
求
め
て
、
祇

園
社
殿
を
創
建
を
行
っ
た
。
そ
の
子
十

四
代
佐
助
（
浄
蓮
）
は
北
川
内
上
名
に

居
住
、
菊
池
氏
遺
髪
埋
葬
碑
、
正
明
寺

本
堂
を
建
立
し
た
。

　
佐
助
の
子
利
兵
衛
（
十
五
代
知
本
）

は
宗
家
を
継
ぎ
、
星
野
に
隣
接
の
久
木

原
中
川
原
の
地
に
移
住
し
た
。
彼
は
天

草
の
孟
宗
竹
の
苗
を
郡
内
に
も
た
ら
し
、

ま
た
砂
糖
の
製
造
を
始
め
た
。
中
川
原

は
南
朝
最
後
の
久
木
原
本
谷
の
合
戦
が

あ
っ
た
所
で
、
五
條
頼
治
、
星
野
・
黒

木
氏
等
（
※
）
の
宮
方
の
武
将
率
い
る
三

千
余
騎
が
北
朝
方
大
友
親
氏
一
万
の
軍

勢
を
壊
滅
さ
せ
た
古
戦
場
だ
。

　
か
つ
て
の
御
在
所
が
目
と
鼻
の
先
で

あ
る
こ
と
は
、
こ
の
地
を
永
住
の
地
と

す
る
理
由
の
一つ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
八
女

の
風
土
の
中
に
育
ま
れ
、
八
女
人
の
一
本

気
な
、
こ
こ
と
思
っ
た
ら
一
途
で
あ
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
鷹
取
城
な
ど
近
在
の

古
戦
場
で
多
く
の
血
を
流
し
奮
戦
し
た

先
祖
の
霊
を
弔
う
心
と
と
も
に
、
一
貫

し
て
征
西
・
後
征
西
将
軍
を
支
え
続
け

た
黒
木
調
一
統
の
地
で
あ
る
こ
と
も
起

因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
元

寇
の
国
難
に
際
し
、
率
先
し
て
博
多
の

津
に
防
塁
を
築
き
奮
戦
し
た
調
一
統
の

生
き
ざ
ま
へ
の
共
感
が
あ
る
よ
う
に
も

思
う
の
で
あ
る
。

          

　
　
　
上
陽
町
　
野
中
鐵
也

　
　
　
　
　
※
題
字
・
絵
は
野
中
さ
ん

　
　
　
　
　

菊
池
氏
遺
髪
埋
葬
碑
と
そ
こ
に
流
れ
る
思
い

今回から、野中鐵也さん
による「耳学歴史散歩（み
みがくれきしさんぽ）」を
奇数月にお送りします。野
中さんは南北朝時代歴史
調査委員会委員、上陽歴
史探訪の会会長を歴任。
趣味は絵画と俳句。上陽
地区を中心としたお話を
お届けしていただきます。

野
中 

鐵て
つ

也や

さ
ん（
上
陽
）

◦
著
者
紹
介

菊
池
武
澄
を
祖
先
と
す
る
一
族
碑

八
女
の
風
土
の
中
に
育
ま
れ

【木屋行実】黒木氏の統領であり、菊池氏、五條氏らと協力し郷土の若者を率いて戦い懐良親王を支えた。
大保原の戦の際には、合戦前の小競り合いで行実が夜襲をかけ、合戦の火ぶたが切られた。

【星野氏】南北朝の戦では懐良親王の力強い味方であった。耳納連山に鷹取城という山城を築き、菩提寺
は懐良親王ゆかりの大円寺であり、星野谷全域に大きな勢力を誇った。

【黒木氏】平安末期に大隅国根占郷（鹿児島県）から筑後国黒木郷に移り、その後猫尾城を築き、豊臣
秀吉の九州平定のとき廃城になるまでの城主。南北朝時代は懐良・良成親王に忠誠を尽くした。

①
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801

令和3 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便

　八女市ではスポーツ・健康づくり都市宣言のもと、予
防意識・健康への動機付けによる健康寿命の延伸を目的
に、健康ポイント事業を実施しています。40 歳以上の市
民を対象に健診受診・健康づくりの取り組みや成果に対
しポイント付与し、既定のポイント（1500 ポイント以上）
に達した人には、そのポイント数に応じて指定施設での
買い物や入浴等で使える利用券をお送りしています。ご
自身の健康のためにも積極的にご参加ください。詳しい
内容については、５月１日号の広報八女と同時にご家庭
に配布する健康ポイントガイドをご覧ください。ポイント
カード台紙は、各地区での特定健診・がん検診会場の
受付のほか、次の場所に設置していますのでご活用くだ
さい。区の行事等でポイントカードやポイントシールが
必要な場合はお問い合わせください。
◦ガイドブックおよびポイントカード保管場所
▽本庁健康推進課（☎ 23・1116 ／☎ 23・1201）
▽介護長寿課（☎ 23・1308）
▽スポーツ振興課（☎ 24・1230）▽各地区公民館　
▽各支所市民生活福祉係　黒木支所（☎ 42・1113）　
立花支所（☎ 23・4932）上陽支所（☎ 54・2218）　
矢部支所（☎ 24・9142）星野支所（☎ 52・3113）

【忠見小学校へ】
忠見小学校父母教師会 会長 安徳祐＝児
童図書 53 冊・小学生こども新聞 1 年分

【立花中学校へ】
〇昭和 55 年度光友中学校卒業生＝図書
カード
〇立花中学校 PTA 会長 久保義次＝グラ
ウンドならし

寄附のお礼　※敬称略

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
次
の
被
保
険

者
を
対
象
に
、
後
期
高
齢
者
の

口
腔
機
能
低
下
や
肺
炎
等
の
疾

病
を
予
防
す
る
た
め
歯
科
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に
は

５
月
下
旬
に
受
診
券
を
郵
送
し

ま
す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
昭
和
19
年

4
月
1
日
～
昭
和
20
年
3
月

31
日
生
ま
れ
の
本
年
度
76
歳

に
な
る
人

※
長
期
入
院
の
人
、
施
設
入
所

の
人
等
を
除
く

※
例
外
と
し
て
令
和
２
年
12

月
ま
で
に
限
り
、
77
歳
以
上
に

な
る
被
保
険
者
で
歯
科
健
診

を
希
望
す
る
人
も
受
診
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で
に

受
診
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
75
歳
以
下
の
人
は
、
対
象

年
齢
（
76
歳
）
に
な
っ
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
期
間
＝
６
月
～
12
月
ま

で
（
実
施
医
療
機
関
の
休
診
日

を
除
く
）

◦
受
診
券
の
送
付
時
期
＝
５
月

下
旬
に
広
域
連
合
か
ら
送
付

◦
受
診
の
方
法
＝
必
ず
同
封
し

て
い
る
実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の

▽
受
診
券
（
記
入
し
て
実
施
医

療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
被
保
険
者
証

▽
受
診
時
の
自
己
負
担
金
３
０

０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お
問
い

合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２

６
５
１
・
３
１
１
１
／
N
０
９

２
６
５
１
・
３
９
０
１
）

歯科健診の
お知らせ

後期高齢者医
療広域連合

健康ポイント事業を実施40歳以上
を対象に

★歯科健診の受診時期（令和２年６月から１２
月末）は、新型コロナウイルス感染症の発生状
況を踏まえ、歯科医院にあらかじめ電話により
ご相談のうえ、ご検討ください。なお、緊急事
態宣言期間中は、受診できません。
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消費生活
そうだん

も
う
け
話
を
勧
め
る
マ
ル
チ
商

法
に
注
意

若
者
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
発
生
！

危
険
が
潜
む
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス

【
事
例
】

　

職
場
の
同
僚
か
ら
「
知
り
合
い
か
ら

友
達
を
紹
介
し
て
と
言
わ
れ
て
い
る
け

れ
ど
、
会
っ
て
み
な
い
？
す
ご
く
も
う

か
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
い
る
ら
し
い
」

と
言
わ
れ
た
の
で
担
当
者
と
フ
ァ
ミ
レ

ス
で
会
う
こ
と
に
し
た
。
競
馬
の
勝
敗

を
予
想
し
て
自
動
的
に
投
資
す
る
シ
ス

テ
ム
を
利
用
す
る
会
員
権
だ
と
い
う
。

「
だ
ま
っ
て
い
て
も
勝
手
に
お
金
が
入
っ

て
く
る
」
と
言
わ
れ
、
興
味
を
引
か
れ

た
。
会
員
権
の
金
額
は
70
万
円
と
言
わ

れ
、
払
え
な
い
と
言
う
と
「
消
費
者
金

融
で
お
金
を
借
り
る
方
法
を
教
え
る
。

簡
単
に
元
を
取
れ
る
か
ら
心
配
し
な
く

て
も
い
い
」
と
言
わ
れ
、
消
費
者
金
融

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
つ
く
り
、
限
度

額
い
っ
ぱ
い
の
50
万
円
を
借
り
て
、
残

り
は
貯
金
か
ら
支
払
っ
た
。

【
解
説
】

　

事
例
の
よ
う
な
相
談
が
、
特
に
20
歳

に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
者
か
ら
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
問

題
点
は
、も
う
か
る
と
言
わ
れ
る「
情
報
」

を
購
入
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
情
報

や
シ
ス
テ
ム
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に
入

れ
デ
ー
タ
形
式
で
販
売
し
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
が
正
常
に
稼
働
す
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
で
利
益
を
も
た
ら
す
の

か
、
十
分
な
説
明
や
根
拠
が
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

過
去
の
事
例
で
は
、
こ
の
会
員
権
を

「
誰
か
に
勧
誘
し
て
入
会
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
ボ
ー
ナ
ス
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
販
売
組
織
へ
の
加
入
を

勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
場
合
を
『
後
出
し
マ
ル
チ
』

と
言
い
ま
す
。
マ
ル
チ
商
法
の
法
律
の

規
制
は
厳
し
い
た
め
、
そ
れ
を
逃
れ
る

た
め
に
、
ま
ず
「
商
品
」
を
購
入
さ
せ
、

そ
の
後
、
販
売
組
織
へ
の
加
入
を
勧
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。
マ
ル
チ
商
法
の

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
は
、
訪
問
販
売

と
異
な
り
20
日
間
で
す
。
そ
の
規
制
を

逃
れ
る
こ
と
な
ど
が
目
的
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
費
者
保
護
の
制
度

の
す
き
ま
を
狙
う
よ
う
な
商
法
が
続
々

と
起
こ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
契
約
す
る

と
き
は
十
分
慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分（
☎
２
３・１
１
８
３
）

64

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い
て

は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る

な
ど
し
て
い
る
も
の
▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善

良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
▽
明
ら
か
に
営
利

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
▽
趣
旨
が
不
明
確

も
し
く
は
不
明
な
も
の
▽
同
一
投
書
者
に
よ

る
同
一
趣
旨
の
も
の
▽
そ
の
他
、
市
が
不
適

当
と
判
断
す
る
も
の

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
０
）

　

Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
女
子
高
生
（
Ｊ
Ｋ
）

な
ど
に
よ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
デ
ー
ト
、
会
話
を

楽
し
ま
せ
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
物
と
す

る
営
業
で
す
。
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
で
安
易
に
働
く

こ
と
は
児
童
買
春
な
ど
の
被
害
の
原
因
に
な
り

ま
す
。▽

警
察
相
談
専
用
電
話
（
☎
♯
９
１
１
０
）

▽
八
女
警
察
署
少
年
係
（
☎

２
２・５
１
１
０
）

緊
急
の
場
合
は
１
１
０
番

相
談
、
情
報
の
提
供
先

あ
な
た
の       

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

14

ご意見記入欄　　　（八女市広報R2.5）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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図書館の休館日
3月

✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

5月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

図書館の休館日
5月

✿5月の館内整理日は29日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
1 ㈮～6㉁、12㈫、19㈫、26㈫、29㈮

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
1 ㈮～6㉁、11㈪、18㈪、25㈪、29㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
1 ㈮～6㉁、11㈪、18㈪、25㈪、29㈮

八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp
Twitter　　    @yame_library

　おはなし会、あかちゃんおはなし会（本館・黒木分館）
は、当面の間お休みします。再開が決まりましたら、ホー
ムページや公式ツイッター、ＦＭラジオでお知らせします。

おはなし会中止のお知らせ

イベント中止のお知らせ

◆全館イベント　
◦テーマ図書展示
職場体験生おすすめの本を展示
します。
◆本館イベント
◦本のおたのしみ袋
◦しりとりBOOKリレー
本の名前でしりとりにチャレンジ！
◦ブックカバープレゼント
こどもの読書週間オリジナルのブックカバーをプレゼント！

　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、以下のイ
ベントを中止します。楽しみにされていた人には申し訳あ
りませんが、ご理解とご協力をお願いします。
◦本館イベント
4 月25日㈯　とびっきりのおはなし会
4 月29日㈷　こども映写会
5 月3日㈷　とびっきりのあかちゃんおはなし会
5 月5日㈷～ 6日㉁　ブックリサイクル
5 月10日㈰　かるた大会
◦黒木分館イベント
5 月2日㈯　とびっきりのおはなし会

4 月23日㈭～ 5 月12日㈫

第 62 回こどもの読書週間
 出会えたね。とびっきりの1冊に。 皆さんのご理解と

ご協力をよろしく
お願いします。

新型コロナウイルス対策による開館状況や
対応等は、ホームページや Twitter、FM
八女などで最新の情報をご確認ください。

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します134

　「カワセミさんの釣りごはん」（双葉社）
第1巻発売中。
　料理が得意なカ
ワセミと釣りが得意
なミサゴが出会い、
お互いのことを知り
ながら、友情を深め
ていくアウトドア漫
画です。

▲主人公のカワセミを描き下ろしていただきました。

　
八
女
を
舞
台
に
し
た
漫
画
を
制
作
す

る
、匡
乃
下
さ
ん
。繊
細
な
タ
ッ
チ
と
ス

ト
ー
リ
ー
で
、親
し
み
や
す
い
漫
画
を

描
い
て
い
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と

が
好
き
で
し
た
。漫
画
家
を
志
し
て
か

ら
は
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
独
学

で
描
き
方
を
学
び
ま
し
た
。9
年
目
に

し
て
、今
の
漫
画
の
元
と
な
っ
た
読
み

切
り
作
品
が
出
版
社
の
目
に
留
ま
り
、

連
載
が
始
ま
り
ま
し
た
。流
行
の
ア
ウ

ト
ド
ア
を
テ
ー
マ
に
、釣
り
と
料
理
を

組
み
合
わ
せ
て
こ
の
漫
画
を
作
り
ま
し

た
。貴
重
な
ヤ
マ
メ
等
の
生
息
地
で
も

あ
り
、住
み
慣
れ
て
い
る
こ
と
が
八
女

を
舞
台
に
し
た
理
由
で
す
。

　
知
人
の
情
報
を
も
と
に
、釣
り
ス

ポ
ッ
ト
に
足
を
運
び
、想
像
で
脚
色
し

ま
す
。料
理
は
実
際
に
調
理
し
、美
味

し
く
で
き
る
ま
で
何
度
も
検
証
し
ま

す
。実
在
す
る
建
物
や
、方
言
を
取
り

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ど
こ
ろ
の
一つ

で
す
。ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る
上

で
、ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
抜
擢
し
、

ど
ん
な
動
き
を
さ
せ
れ
ば
面
白
く
、読

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
を
重
視
し
て

い
ま
す
。そ
れ
が
決
ま
る
と
、頭
の
中

で
自
然
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
会
話
を
始

め
、話
を
進
め
て
く
れ
ま
す
。

　
い
か
に
読
者
の
心
に
響
く
絵
を
描
く

か
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

釣
り
と
料
理
、両
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
し
な
が
ら
、普
段
の
生
活
で
は
体

験
で
き
な
い
よ
う
な
漫
画
な
ら
で
は
の

世
界
観
を
描
く
こ
と
に
も
こ
だ
わ
り
ま

す
。そ
の
分
、作
業
に
時
間
を
か
け
る

た
め
、1
日
約
2
ペ
ー
ジ
の
進
行
と
な

り
大
変
で
す
が
、前
回
を
上
回
る
絵
が

描
け
た
と
き
に
は
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　
現
在
は
、娯
楽
や
趣
味
の
多
様
化
に

よ
り
、漫
画
を
読
む
機
会
が
限
ら
れ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。そ
ん
な

中
で
も
、い
ろ
ん
な
年
代
の
方
に
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、親
し
み
や

す
く
心
に
響
く
漫
画
を
、こ
れ
か
ら
も

描
き
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

読
者
の
心
に
響
く
漫
画
を  　
漫
画
家 
匡ま

さ

乃の

下し
た 

キ
ヨ
マ
サ
さ
ん（
立
花
）
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新
庁
舎
基
本
設
計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

新
庁
舎
の
基
本
設
計
に
あ
た
っ
て
、
市
は
昨
年
10
月
に
㈱
梓
設
計
と
契
約
し
、
平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
基
本
計
画
（
広
報

令
和
元
年
５
月
１
日
号
掲
載
）
や
執
務
環
境
現
状
調
査
の
結
果
、
そ
し
て
市
議
会
か
ら
頂
い
た
提
言
書
等
を
基
に
素
案
を
作
成

し
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
各
階
の
フ
ロ
ア
平
面
図
（
案
）
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
内
容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
年
度
は
こ
の
基
本
設
計
を
基
に
、
よ
り

詳
細
な
実
施
設
計
に
入
る
予
定
で
す
。
※
基
本
設
計
段
階
で
の
内
容
は
実
施
設
計
の
中
で
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
免
震
構
造
の
採
用

　

防
災
拠
点
と
し
て
、
十
分
な
耐
震

性
能
を
確
保
す
る
た
め
免
震
構
造
を

採
用
し
、
災
害
時
に
人
や
オ
フ
ィ
ス
家

具
等
の
転
倒
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
仕

上
材
や
設
備
機
器
の
損
傷
を
防
止
す

る
。
被
災
直
後
も
業
務
を
継
続
し
災

害
対
策
活
動
を
行
え
る
計
画
と
す
る
。

②
指
揮
命
令
の
中
枢
と
な
る
災
害
対

策
本
部
の
設
置

　

市
長
室
・
副
市
長
室
・
防
災
安
全

課
・
大
会
議
室
を
近
接
し
て
配
置
し
、

災
害
時
に
迅
速
に
災
害
対
策
本
部
へ

と
機
能
転
換
可
能
な
計
画
と
す
る
。

①
安
心
・
快
適
に
利
用
で
き
る
動
線

計
画

　

敷
地
内
は
歩
車
分
離
に
よ
り
安
全

な
動
線
計
画
と
し
、
車
寄
せ
や
お
も

い
や
り
駐
車
場
に
は
庇ひ
さ
しを

設
け
る
こ
と

で
、
雨
に
濡
れ
ず
に
新
庁
舎
へ
と
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
計
画
と
す
る
。

②
誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
利
用
し
や

す
い
窓
口
計
画

　

市
民
の
利
用
頻
度
が
高
い
窓
口
を

１
階
に
集
約
し
、
わ
か
り
や
す
く
誰
に

で
も
利
用
し
や
す
い
窓
口
と
す
る
。

①
将
来
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
に
対
応

可
能
な
オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア

　

執
務
室
は
基
本
的
に
間
仕
切
り
の

な
い
大
空
間
と
し
、
柔
軟
性
の
高
い
、

将
来
の
組
織
改
編
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
計
画
と
す
る
。

②
多
目
的
に
利
用
で
き
る
会
議
室　

　

市
民
お
よ
び
職
員
が
用
途
に
応
じ

多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
大・中・

小
の
会
議
室
等
を
設
け
る
。
集
約
配

置
し
た
会
議
室
等
は
可
動
間
仕
切
り

の
開
閉
に
よ
っ
て
、
一
体
的
に
利
用
可

能
な
計
画
と
す
る
。

①
人
々
の
交
流
を
促
進
す
る
市
民
開

放
エ
リ
ア

　

市
民
が
立
ち
寄
り
や
す
い
１
階
に

「
ま
ち
の
茶
屋
（
仮
称
）」「
情
報
の
町

家
（
仮
称
）」「
市
民
協
働
会
議
室
」

等
の
市
民
開
放
エ
リ
ア
を
設
け
る
。
市

民
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
市
民
の
交
流

促
進
に
よ
り
市
全
体
の
経
済
好
循
環

と
活
性
化
に
寄
与
す
る
計
画
と
す
る
。

②
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

　

議
場
に
は
車
椅
子
用
傍
聴
席
や
個

室
傍
聴
席
を
設
置
す
る
等
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
計
画
と
す
る
。

①
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
庁
舎

　

エ
コ
ボ
イ
ド
（
吹
抜
け
）
を
設
置

し
、
自
然
採
光
・
自
然
換
気
・
太
陽

光
発
電
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
す
る
。
ま
た
、
遮
熱
・
断
熱
ガ
ラ
ス

や
木
ル
ー
バ
ー
、
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
置

し
、
建
物
へ
の
熱
負
荷
を
低
減
す
る
と

と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
セ
ン
サ
ー
付

照
明
、
節
水
型
便
器
等
の
省
エ
ネ
機

器
を
採
用
す
る
計
画
と
す
る
。

基
本

方
針
②

基
本

方
針
③

基
本

方
針
④

基
本

方
針
⑤

基
本

方
針
①
「
市
民
を
守
る
安
全
で

安
心
な
庁
舎
」

「
市
民
が
使
い
や
す
く

人
に
や
さ
し
い
庁
舎
」

「
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す

る
開
か
れ
た
庁
舎
」

「
環
境
に
配
慮
し
た

経
済
的
な
庁
舎
」

「
機
能
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
庁
舎
」

敷地北側の県道９６号線（旧国道 442 号）から見た外観イメージ

基本理念
賑わいを創り 安心して心豊かに暮らせる  郷

く

土
に

づくりの拠点
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■計画地概要
◦所在地：福岡県八女市本町
　647 番地
◦敷地面積：約 15,500 ㎡ 
　※拡張予定
◦用途地域：商業地域
◦地域地区等：八女市文化的
　景観計画区域
◦防火地域等：準防火地域

■建築概要
◦規模：地上５ 階建
◦構造：基礎免震構造、鉄筋
　コンクリート造（一部プレス
　トレストコンクリート梁）
◦建築面積：約 4,600 ㎡
◦延床面積：約 11,000 ㎡（新
　庁舎棟）、約 1,000 ㎡（おも
　いやり駐車場 / 公用車車庫 / 
　屋外倉庫等）
◦最高高さ：22.1m
◦駐車台数：約 310 台
　※増台予定

■今後の予定
◦令和２年度　新庁舎実施設
　計、敷地内樹木・構造物等
　撤去・移設工事
◦令和３～ 5 年度　埋蔵文化
　財発掘調査、新庁舎建設工
　事、新庁舎開庁、旧庁舎解体、
　外構工事（事業完了）

基本理念
賑わいを創り 安心して心豊かに暮らせる  郷

く

土
に

づくりの拠点

　バルコニーの腰壁は城下町の白壁をモチーフ（題材）とし、水平
を強調した連続的な白壁により、『八女福島伝統的建造物群保存地
区』の伝統的な町並みを連想させる。

　城下町の格子窓や伝統工芸の竹細工をモチーフとした八女産材の
木製ルーバーを活用し、温もりと開放感のある外観とする。歴史と
資源豊かな八女をＰＲするランドマーク（象徴的建物）を創る。

　建物上層階をセットバック（後退）させ茶畑をモチーフとした雛壇
状の形態とし、周辺への圧迫感を軽減するとともに、伝統的な町並み
景観との調和を図る。

《伝統》伝統的町並みの白壁をイメージ

《歴史》温もりのある八女産木材等の活用

《自然》周辺環境に配慮した雛壇型庁舎

外
観
の
特
徴

敷地南東から見た外観イメージ

計画概要

駐車台数をはじめ、敷地への各出入口、公用車車庫、緑地帯
等は今後変更することがあります。

おりなす八女

おりなす八女
研修棟

福島小学校

市
道
福
島
１
４
７
号
線

配置計画
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平面計画 ※基本設計段階での平面計画であり、今後の実施設計の中で変更となることがあります。
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催
に
移
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
開
催
場
所
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
住
教
育

推
進
機
構
（
☎
０
５
０
・
３
７
０

７
・
３
３
９
３
）

　

こ
れ
か
ら
ギ
タ
ー
を
始
め
よ
う

と
い
う
人
に
、
ギ
タ
ー
の
初
歩
か

ら
て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◦
練
習
日
＝
６
月
２
日
㈫
か
ら
１

年
間
。
毎
週
火
曜
日
、
20
時
～

21
時
（
開
講
式
は
６
月
２
日
㈫

20
時
か
ら
、
お
り
な
す
八
女
で
開

催
）

◦
練
習
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｕ
Ｇ
Ｅ
野
田
楽

長
（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

黒
木
町
笠
原
地
区
に
明
治
時

代
か
ら
つ
づ
く
人
形
浄
瑠
璃
「
旭

座
人
形
芝
居
」（
県
指
定
文
化
財
）

の
浄
瑠
璃
講
座
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
人
形
浄
瑠
璃
に
興
味

が
あ
る
人
で
、
浄
瑠
璃
（
語
り
）

を
習
得
さ
れ
た
い
人
は
ふ
る
っ
て

15
番
地
3
久
留
米
市
役
所
2
階

久
留
米
市
ジ
ョ
ブ
プ
ラ
ザ
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ
と
り

親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
１
１
４
０
）
※
こ

れ
ま
で
通
り

◦
開
設
時
間
＝
▽
月
～
金
曜
日
９

時
～
17
時
▽
土
曜
日
９
時
～
17

時
（
電
話
相
談
対
応
）

【
講
習
会
】

◦
講
習
内
容
＝
ワ
ー
ド
講
座
（
初

級
～
中
級
）
※
定
員
10
人
、
託

児
有

◦
会
場
＝
筑
後
市
中
央
公
民
館

（
サ
ン
コ
ア
）

◦
期
間
＝
5
月
30
日
～
7
月
11

日
の
毎
週
土
曜
日
の
全
7
回

◦
時
間
＝
10
時
～
13
時

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

２
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

ご
応
募
く
だ
さ
い
。受
講
料
無
料
。

◦
期
間
＝
６
月
６
日
㈯
～
２
月
20

日
㈯
（
全
12
回
）
毎
回
土
曜
日

の
18
時
～
19
時
30
分

◦
会
場
＝
▽
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー

和
室
（
11
回
）
▽
旭
座
人
形
芝

居
会
館
（
１
回
）

◦
対
象
者
＝
小
・
中
学
生
以
上

◦
募
集
人
数
＝
若
干
名

◦
申
込
締
切
＝
６
月
３
日
㈬

◦
連
絡
＝
文
化
振
興
課
文
化
係

（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

　

選
挙
や
政
治
を
基
本
に
、
身

近
な
行
政
や
生
活
環
境
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。
受
講
は
無
料
で

す
が
、
施
設
見
学
の
際
に
実
費

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
日
程
＝
６
月
～
３
月
の
各
月
１

回
程
度

◦
開
級
式
お
よ
び
研
修
会
＝
6

月
（
予
定
）

◦
学
習
内
容
＝
八
女
市
の
行
政
や

財
政
、
議
会
傍
聴
や
市
内
の
施

設
見
学
等

◦
申
込
締
切
＝
５
月
21
日
㈭

◦
定
員
＝
10
人
（
先
着
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教

育
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

◦
募
集
人
数
＝
４
人
程
度
（
男

女
そ
れ
ぞ
れ
２
人
程
度
）

◦
勤
務
期
間
＝
６
月
17
日
㈬
～

９
月
８
日
㈫

◦
申
込
締
切
＝
５
月
15
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
星
野
支
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
係（
☎
５
２
・
３
１

１
２
）

【
就
業
支
援
】
令
和
２
年
４
月
１

日
㈬
に
、
久
留
米
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま

し
た
。

▽
移
転
後　

久
留
米
市
城
南
町

　

家
を
建
て
よ
う
・
持
と
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
づ
く
り
の

勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。
住
育
学
校

第
1
回
「
家
を
持
つ
た
め
の
話
」。

家
づ
く
り
の
流
れ
、
関
わ
る
人
、

材
料
の
話
や
新
築
と
中
古
住
宅

に
つ
い
て
を
考
え
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
17
日
㈰
13
時
～

16
時

◦
定
員
＝
10
組
（
要
予
約
）無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
状
況
を
ふ
ま
え
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開

ま
ち
の
こ
と
を
考
え
よ
う
学

級
生
（
政
治
学
級
）

久
留
米
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
し
た

お
知

ら
せ

家
づ
く
り
の
勉
強
し
ま
せ
ん
か

星
野
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
管
理
・

監
視
人

「
旭
座
人
形
芝
居
」
浄
瑠
璃

講
座

第
44
回
Ｕ
Ｇ
Ｅ
初
心
者
の
た

め
の
ギ
タ
ー
教
室

　次の催しは新型コロナウイルス予防・拡散
防止のために中止または延期になりました。

催しの中止・延期について

日にち 催　し 問い合わせ
5/10 ㈰
6/14 ㈰

立花自然と
歩こう会 中止 白鳥さん

（☎ 37・0038）

5/31㈰ ふくしま元
気もん祭り

延期
（未定）

近藤さん（☎ 090・
3087・2370）

も
よ
お
し

教
室
・
講
座

募
　
集

就
業
支
援

　令和２年度から、医療的ケア児在
宅レスパイト事業を開始しました。
在宅の医療的ケア児の看護や介護を
行う家族の負担軽減を図るため、医
療的ケア児の看護に指定訪問看護ス
テーションを利用する家族へその利
用に係る経費の一部を助成します。
◦対象者＝人工呼吸器管理、たん吸
引や経管栄養などの日常生活に不可
欠な支援（医療的ケア）が必要な訪
問看護を利用している在宅の医療的
ケア児（18 歳未満）およびその家
族。※詳細については問い合わくだ
さい。
◦問い合わせ＝福祉課障がい者福祉
係（☎ 23・1335）

医療的ケア児在宅レスパ
イト事業を開始しました
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◦
締
切
＝
5
月
20
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
ひ
と
り

親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
１
１
４
０
）

　

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
停
止
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
停
止
期
間
＝
５
月
２
日
㈯
～

６
日
㈬

◦
期
日
＝
５
月
９
日
㈯

《
６
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
５
月
23
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

日
ご
ろ
か
ら
道
路
愛
護
作
業

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
春
季
の
道
路

愛
護
作
業
の
開
催
時
期
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
各

行
政
区
に
て
判
断
し
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
第
一
整

備
室
（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）
▽

黒
木
支
所
建
設
産
業
係
（
☎
４

２
・
１
１
１
７
）
▽
立
花
支
所
建

設
産
業
係
（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
産
業
係
（
☎

５
４
・
２
２
１
９
）
▽
矢
部
支
所

建
設
産
業
係
（
☎
２
４
・
９
１
４

３
）
▽
星
野
支
所
建
設
産
業
係

（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
証
明
書
種
類
＝
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

全
部
（
個
人
）
事
項
証
明
書
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
推
進
係
（
☎
２
３
・
１
１

１
７
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る

た
め
に
は
前
も
っ
て
団
体
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

《
５
月
利
用
者
の
会
》

　障害者手帳等をお持ちの人には１台に限り
減免の制度があります。ただし、すでに自動
車税（県税）の減免を受けている人は除き
ます。また、障害の級により対象にならない
こともあります。次の事項に該当する人は、
納税通知が届いてから 6 月 1日㈪までに申
請してください。なお、昨年までに申請をし
てその内容に変更のない人は継続して減免
になりますが、所有者・車体等に変更があっ
た場合は新たに申請が必要になります。
◦対象＝
①身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者
保健福祉手帳・戦傷病者手帳をお持ちで、
一定の要件を満たす人  
②「①」の人と住民票住所地が同じご家族 
③身体障がい者等（障がい者等のみで構成
する世帯に限る）を常に介護する人
◦申請の時に持参するもの＝

【①の場合】各手帳／印鑑／軽自動車税（種
別割）の納税通知書／運転免許証／車検証

【②③の場合】証明書等が必要になる場合が
あります。詳しくは問い合わせください。

◦問い合わせ＝本庁税務課（☎ 23・1112）
　または各支所市民生活福祉係

軽自動車税（種別割）の
減免について

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
を
停
止
し
ま
す

　4 月1日現在自動車を所有している人に対
し、5 月初めに自動車税（種別割）の納税通
知書を送付します。6 月1日までに納めましょ
う。納付場所は、県税事務所・金融機関・
コンビニエンスストアなどです。
　また、クレジットカードでの納付や「LINE 
Pay」「PayPay」での納付ができます。
◦問い合わせ＝久留米県税事務所
　（☎ 0942・30・1078）

自動車税（種別割）は６月 1 日㈪
までに納めましょう

一
　
般

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

春
季
道
路
愛
護
作
業
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、

福
島
交
番
、
広
川
交
番
、
忠
見

駐
在
所
、
光
友
駐
在
所
、
北
山

駐
在
所
、
辺
春
駐
在
所
、
大
淵

駐
在
所
、
横
山
駐
在
所
、
北
川

内
駐
在
所
、
矢
部
駐
在
所
、
星

野
駐
在
所
の
電
話
番
号
が
八
女

警
察
署
の
代
表
電
話
番
号
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。
前
記
交
番
・

駐
在
所
へ
連
絡
を
希
望
す
る
人

は
、
八
女
警
察
署
（
☎
２
２
・

５
１
１
０
）に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

交
番
・
駐
在
所
に
お
つ
な
ぎ
し

ま
す
。
※
黒
木
警
部
交
番
の
電

話
番
号
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

警
察
へ
の
通
報
（
連
絡
）
は
、

八女警察署の
交番・駐在所の
電話番号が変更

になりました

▼
事
件
・
事
故
等
で
至
急
警
察

に
連
絡
す
る
人
は
「
１
１
０
番
」

▼
相
談
が
あ
る
人
は
「
＃
９
１

１
０
」

▼
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ

連
絡
す
る
人
は
、「
各
警
察
署

の
代
表
電
話
番
号
」
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。
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火災出火件数  1件 （6件）
救急出動件数 218件 （714件）
救急搬送人数 211人 （691人）

人身事故発生件数 17件 （52件）
傷　　者 24人 （65人）
死　　者 0人 （  0人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 62,379 (-401)
男 29,473  (-187)
女 32,906  (-214)

世帯数 24,988  (-63)
　※（　）内は前月比

出生 35 人 死亡 84 人
転入 356 人 転出 708 人

▼ 3 月の交通事故の状況

▼ 3 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月1日現在）

▼ 3 月の異動

納期限・口座振替日は6月1日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦固定資産税（1期）
◦軽自動車税（種別割）（全期）
◦住宅使用料（5 月）
◦保育料（5 月）

5月に
納める
もの

林野火災・その他の
火災予防にご協力を

　

現
在
、
八
女
消
防
本
部
で
は
山

火
事
予
防
運
動
（
４
月
29
日
～
５

月
８
日
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例

年
、
こ
の
時
季
は
林
野
火
災
（
山

火
事
）
や
そ
の
他
の
火
災
（
枯
草

な
ど
の
火
災
）が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
に
昨
年
は
、
５
月
に
林
野
火
災

が
４
件
発
生
し
、
う
ち
２
件
は
ヘ
リ

要
請
を
行
う
大
規
模
な
火
災
と
な

る
な
ど
、
ま
さ
に
『
異
常
事
態
』
で

し
た
。
風
が
強
く
、
空
気
が
乾
燥

し
て
い
る
こ
の
時
期
、
小
さ
な
火
で

も
大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

野
焼
き
（
寄
せ
焼
き
）
や
火
入
れ

は
控
え
、
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
貴
重
な
自
然
や
財
産
を
火
災

か
ら
守
る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防
本
部
予

防
課
広
報
係
（
☎
２
４
・１
１
１
９
）

新型コロナウイルス感染症
の影響に伴う納税相談
納税が困難な人に
納税相談を実施しています。

　八女市では、納税が困難である人
に対し、分割納付等の納税相談を随
時実施しています。このたびの新型
コロナウイルス感染症の影響により、
納税が困難となった場合、地方税法
や八女市税条例等に基づき、猶予制
度が適用される場合がありますので
納税相談の際にお申し出ください。
◦問い合わせ＝税務課納税推進係　
　（☎２３・２６６６）

※国税の猶予制度に
ついては国税庁ＨＰを
ご覧ください。

　八女市ホームページでは、金融
支援や雇用支援など事業者向け支
援情報を掲載しています。詳しく
は八女市ホームページをご確認く
ださい。インターネットの利用が難
しい人は、次までご連絡ください。
◦問い合わせ＝

【金融支援について】
商工振興課（☎ 23・1189）

【雇用支援について】
企業誘致課（☎ 23・1153）

新型コロナウイルス感染症
に伴う事業者向け支援

金融支援 雇用支援



無料法律相談
◦ 5 月21日㈭ 、6 月4日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 5 月 8 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦ 5 月15 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 5 月 22 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 5 月15 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦5月20日㈬ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦5月20日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦5月20日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦5月13日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦5月27日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦5月1日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦5月11日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦5月18日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情

で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談（人権・同和政策・
男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦ 5月19日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ

八女市社会福祉協議会
福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支
援を行っています。利用無料（市
内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと
同じ建物）月～金・第2土曜日9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）

② 上 陽 町 北 川内 123-1（ 地 域
福祉センター内）平日 9:00 ～
17:00 開館（☎ 24・9820）

※5月の「なんでも人権相談」「行政相談」「司法書士相談」「補聴器の修理と相談」は新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止になりました。
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堀川 輝
てる

馬
ま

ちゃん

R1年5月20日生（黒木町本分）

1歳おめでとう！すくす
く育って、たくさんの笑
顔をみせてね♡

わが家のアイドルちー
ちゃん♡1歳おめでと
う！元気に育ってね！

祝1歳♡みんなの癒や
し♡たくさん食べて元
気にすくすく育ってね♡

1歳おめでとう！食欲
旺盛なむつが大好き♡
ねぇねと仲良くしてね。

小山 紬
つむぎ

ちゃん西岡 芽
め

依
い

ちゃん

後藤 彩
さ

良
ら

ちゃん

R1年5月6日生（立野）R1年5月1日生（蒲原）

R1年5月20日生（吉田）
林 睦

むつ

樹
き

ちゃん

R1年5月18日生（岩崎）

大籠 一
かず

葉
は

ちゃん 古賀 千
ち と せ

歳ちゃん

R1年5月23日生（国武） R1年5月24日生（南馬場）

お誕生日おめでとう♡か
わいい紬ちゃん♡これ
からもよろしくね♡

毎日たくさんの幸せと笑
顔をありがとう♡いっぱ
い笑って大きくなってね！

さら1歳おめでとう♡
元気いっぱいすくすく
育ってね！

むちむちぷにぷにめい
ちゃん。そろそろスッキ
リするお年頃かな？

生まれてきてくれてあ
りがとう♡碧の幸せを
ずっと願っています。

1歳おめでとう♡いつも
ニコニコ未來♡元気に
成長してね♡

1歳のお誕生日おめで
とう♡笑顔がステキな
龍生が大好き！

1歳のお誕生日おめで
とう！いつも可愛い笑
顔をありがとう♡

1歳、誕生日おめでとう！
これからも元気に大き
くなってね♡

祝1歳おめでとう♡こ
れからも笑顔で元気に
すくすく育ってね！

1歳の誕生日おめでと
う♡これからも元気に
すくすく育ってね！！

侑馬♡1歳おめでとう！
今年はお姉ちゃんと保
育園がんばろうね♪

いつもニコニコ湊大くん
はわが家の癒やし♡健
康にすくすく育ってね。

1歳おめでとう♡ねぇ
ねとにぃにと仲よく元気
にすくすく育ってね。

祝 1 歳！大好きなお姉
ちゃんと元気いっぱい
大きくなあれ♡

お誕生日おめでとう！！
兄妹仲良く元気に育っ
てね♡♡

酒井 惟
ゆい

人
と

ちゃん

田中 秀
ひで

樹
き

ちゃん 宮川 禅
ぜん

ちゃん 室園 湊
みな

斗
と

ちゃん 葊田 侑
ゆう

馬
ま

ちゃん

川口 湊
そう

大
た

ちゃん井上 景
けい

翔
しょう

ちゃん古賀 一
いつ

喜
き

ちゃん 西村 葵
あお

葉
ば

ちゃん

鍋田 芽
め

唯
い

ちゃん

冷水 碧
あお

ちゃん下川 未
み

來
らい

ちゃん隈本 龍
たつ

生
き

ちゃん

R1年5月11日生（蒲原）

R1年5月26日生（本村） R1年5月27日生（本町） R1年5月27日生（蒲原） R1年5月30日生（平田）

R1年5月8日生（吉田）R1年5月5日生（上陽町北川内）R1年5月1日生（吉田） R1年5月8日生（本）

R1年5月22日生（室岡）

R1年5月20日生（立野）R1年5月15日生（龍ヶ原）R1年5月15日生（吉田）

おたんじょうびおめでとう

1歳お誕生日おめでとう
♡笑顔いっぱいで元気
に大きくなってね。

井上 憂
う

海
み

ちゃん

R1年5月15日生（北馬場）

満１歳のお子さまの写真を募集しています（ただし、市内に住民登録があるか実際に住んでいる人に限る）。氏名・生
年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）・電話番号を添えて、誕生日前月の7日までに直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多数の場合は先着順となります。●申し込み＝企画政策課広報広聴係（☎23・1110）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

広報
2020 [ 令和２年] 5月1日号 No.1184

▽
新
茶
香
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
う
大
変
な
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
７
日
に
福
岡
県
を
含
む
７
都

府
県
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
も
４
月
16
日
に
全
都

道
府
県
に
拡
大
さ
れ
、
市
民
生
活
や
経
済
な
ど
に
も
大
き

な
影
響
が
及
ん
で
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま

す
が
、
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
大
変
重
要
な
時
期
、
岐
路
に

立
っ
て
い
ま
す
。自
ら
を
守
り
、周
り
の
人
を
守
る
行
動
が
、

こ
の
地
域
、
そ
し
て
日
本
の
状
況
を
決
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
八
女
市
と
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▽
こ
の
よ
う
な
中
、

４
月
９
日
、
関
係
者
の
み
で
「
新
茶
祈
願
祭
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
八
女
茶
関
連
事
業
に
つ
い
て
も
「
全
国

玉
露
の
う
ま
い
淹
れ
方
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
八
女
新
茶
ま

つ
り
」
等
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
生
産
者
の
皆

さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
り
、
今
年
も
お
い

し
い
お
茶
が
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
。
八
女
が
誇

る
八
女
茶
を
お
い
し
く

い
た
だ
く
こ
と
で
、
ウ

イ
ル
ス
の
脅
威
に
負
け

な
い
、
強
い
心
と
身
体

づ
く
り
が
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

ウイルスに負けない
心と身体づくりを

市長コラム66

新茶祈願祭で

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市企画政策課広報広聴係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

広報
2020 [ 令和２年] 5月1日号 No.1184

▼
取
材
で
は
、
漫
画
の
制
作
過

程
の
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。
1

冊
の
漫
画
に
は
、
作
者
を
は
じ

め
携
わ
る
方
々
の
、努
力
や
想
い

が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
緊
急
事
態
宣
言
発
令
の
中
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
、ラ

ジ
オ
か
ら
発
信
さ
れ
る
日
々
変

化
す
る
情
報
収
集
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。（
Y
・
Y
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
日
々
不
安
に
過
ご
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。感

染
の
心
配
が
な
い
通
常
の
日
々

が
一
日
も
早
く
訪
れ
ま
す
よ
う

に
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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